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コロナ対策一般会計補正予

大学生や給食費
５月１５日臨時会を開き、新型コロナウイルス緊急対策として大学生や給食費などの支援

正予算と専決処分などが審議の結果すべて原案どおり可決されました。また議員発議として

５ 月
臨時会

主な内容

子育て世帯への特別給付金１１７７万円
児童手当を受けている児童に対し１人につき１万円の給付を行う。

大学生等支援給付金５００万円
大学生・大学院・短大・専門学校等に在籍している

当町出身の学生に１人あたり２万円を給付する。

受付を開始した大学生
支援給付金の申請窓口

議員からの質疑
賀茂郡下で、大学生等への給付金制度を実施している自治体は

あるか。

郡下では当町のみ。

当町の財政調整基金とふるさと納税基金の残額が５億円を下回

り、大変厳しい財政状況。予算の有効活用を考えるとオンライ

ン授業などへの予算に充てるべきでは。

確かに財政状況は厳しいが子育て支援は重要。オンライン授業

は別問題として進めていきたい。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

小中学校児童生徒給食費補助６００万円
小中学校児童生徒の５月から７月までの

給食費を無料とする。

令和２年７月号 ひがしいず議会だよりNo.300 2

臨 時 会

算を可決

の支援へ
や、１人１０万円を配る「特別定額給付金」を盛り込んだ１３億２５８８万円の一般会計補

一般会計補正予算に対する付帯決議が提出され可決しました。

継続化支援商工会補助金１億３１１万円
前年同月の売上げと

比べ１５％以上かつ

１０万円以上減少し

ている全産業の事業

者に一律１０万円を

補助する。

議員からの質疑

特別定額給付金１２億円
住民１人あたり１０万円の給付を行う。

窓口申請の拡大を
給付金申請の添付書類には身分証明等のコピーが必要であるが、コピーできる店舗は全町で

多くなく、高齢者世帯が多い町の状況では大きな障害と思われる。
よって、窓口申請を役場だけに留めず、熱川支所・白田保健福祉センター・北川地区防災セ

ンター及び大川公民館でも可能とすること。また、その際には感染リスク軽減の対応策を講じ
ること。
支給は迅速に
可能な限り早く支給（振込み）が行われるように、金融機関と連携した対応をとること。

議員発議

一般会計補正予算に対する付帯決議
特別定額給付金に関する決議

付帯決議
議決された法案・予算案に関して付される、施行についての

意見や希望などを表明する決議。法的拘束力は有しない

給付の対象と条件は。

全産業の事業者が対象で、前年同月と比べ15％かつ10万

円の売上げが減少していることが条件。

売上げ減少の条件を撤廃し全事業所に補助すべきでは。

全事業所に補助したい気持ちもあるが、黒字経営の事業

所に補助すべきか疑問もある。この条件は商工会、産業

団体連絡会と協議した上で決定した。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
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定 例 会

会計補正予算を可決

ン券を発行
た議案は緊急誘客対策１５００万円を盛り込んだ一般会計補正予算など１６議案で、審議の結

委員会の委員長２名が登壇しました。また、行政報告で町長は「感染予防の徹底を図りつつ町

特
別
定
額
給
付
金

５
月
中
に
対
象
世
帯
の
85
％

に
あ
た
る
５
８
１
７
世
帯
に
給

付
。
今
後
は
ま
だ
申
請
さ
れ
て

い
な
い
方
へ
の
対
応
に
注
力
し

て
い
く
。

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金児

童
１
人
あ
た
り
１
万
円
を

給
付
。

町
税
の
猶
予

収
入
に
相
当
の
減
少
が
あ
り

納
税
困
難
な
事
業
者
等
に
対
し
、

無
担
保
か
つ
延
滞
金
な
し
で
１

年
間
町
税
の
徴
収
を
猶
予
。
ま

た
令
和
３
年
度
課
税
の
１
年
分

に
限
り
、
固
定
資
産
税
の
軽
減

措
置
を
講
じ
る
方
向
で
準
備
を

進
め
て
い
る
。

水
道
料
金

支
払
の
猶
予
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
て
い
る
。

特
例
貸
付
制
度

無
利
子
・
保
証
人
不
要
の
特

例
貸
付
の
相
談
を
社
会
福
祉
協

議
会
で
７
月
末
ま
で
実
施
。

経
済
変
動
対
策
資
金
利
子
補
給

補
助
金

県
融
資
制
度
に
よ
る
借
入
資

金
に
つ
い
て
、
利
息
を
３
年
間

全
額
補
助
。

雇
用
調
整
助
成
金
に
関
す
る
つ

な
ぎ
融
資
に
対
す
る
利
子
補
給

補
助
金

つ
な
ぎ
融
資
の
利
息
に
対
し

て
１
％
を
補
助
。

休
業
事
業
者
協
力
金

夜
間
営
業
し
て
い
る
飲
食
店

や
観
光
業
者
に
対
し
営
業
自
粛

要
請
を
行
い
、
事
業
者
に
協
力

金
20
万
円
を
交
付
。

継
続
化
支
援
補
助
金

持
続
的
な
事
業
を
後
押
し
す

る
た
め
、
給
付
条
件
を
満
た
し

た
事
業
者
に
10
万
円
を
支
給
。

給
食
費
の
補
助

５
月
か
ら
７
月
分
の
給
食
費

を
無
料
化
。

大
学
生
等
へ
の
支
援

当
町
出
身
の
大
学
生
等
へ
１

人
あ
た
り
２
万
円
の
給
付
。

行 政 報 告
総額１億９千万円余を充当

行政報告で太田町長は、コロナ対策として「これまで
に総額１億９千万円余を町独自の事業に充当し、町民・
事業者への支援事業を実施してきた」との報告をされま
した。

事業内容は以下のとおりです。（国の支援事業を含む）
行政報告でコロナ支援事業に

ついて述べる太田町長

令和２年７月号 ひがしいず議会だよりNo.3005

コロナ緊急誘客対策 一般

宿泊者へのクーポ
令和２年第２回定例会は６月９日から１０日までの会期で開かれました。当局より提出され

果すべて原案どおり可決されました。一般質問は代表質問とし、総務経済・文教厚生の両常任

内経済活動の維持をお願いしたい」と述べられました。

６ 月
定例会

海浜プール補修工事７８万円
昨年の台風により損壊した池尻海岸の

プール取水口かご等の取替工事

損壊前のプール取水口かご

主な内容

緊急誘客対策観光協会補助金
１５００万円

ネットエージェント販売対策として宿泊クーポンを発行する。

さらに、地元商店の利用促進のため、宿泊者への地域商品券・ガソリ

ン券の発行や各種ポイント還元を行う。

商品券のほか宿泊者にガソリン券も発行宿泊クーポン・商品券を発行
町独自の対策で観光客の呼戻しを図る

※写真はイメージです
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定 例 会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

に
関
す
る
意
見
書

※
詳
し
く
は
11
ペ
ー
ジ

国
道
１
３
５
号
線
の
歩
道
整

備
に
伴
い
、
町
道
中
川
線
の
起

点
を
変
更

介
護
保
険
条
例

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
強

化
を
図
る
た
め

社
会
福
祉
法
人
の
助
成
に
関
す
る

条
例

関
係
法
令
名
等
が
改
正
さ
れ

た
た
め

白
田
わ
さ
び
田
前
沢
水
路
災
害
復

旧
工
事

同
報
無
線
子
局
更
新
工
事

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

安

藤

昇
（
稲
取
）

教
育
委
員
の
選
任

山

田

知

佳
（
稲
取
）

人
権
擁
護
委
員
の
選
任

山

下

豊
（
稲
取
）

成

生

美
穂
子
（
北
川
）

藤

邉

久

美
（
稲
取
）

一
般
会
計

４
２
８
４
万
円
増

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、

緊
急
誘
客
対
策
観
光
協
会
補
助

金
な
ど
を
計
上

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

56
万
円
増

コ
ロ
ナ
感
染
に
係
る
傷
病
手

当
金
を
支
給
す
る
た
め

水
道
事
業
会
計

１
２
６
７
万
円
増

白
田
浄
水
場
の
県
施
工
災
害

復
旧
工
事
に
係
る
増
額
措
置

国
民
健
康
保
険
条
例

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
関
す
る

条
例

コ
ロ
ナ
感
染
に
係
る
傷
病
手

当
金
を
支
給
す
る
た
め

国
民
健
康
保
険
税
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
た
め

６
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

条
例
改
正

補
正
予
算

工
事
請
負
契
約

意
見
書

町
道
路
線
変
更

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

国道を拡幅したため町道の起点を変更

陳
情
要
望
の
審
査

東
伊
豆
町
旅
館
組
合
連
合
会
か
ら
議

会
あ
て
に
コ
ロ
ナ
緊
急
経
済
支
援
に
関

す
る
要
望
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
要
望
書
は
６
月
定
例
会
で
総
務
経

済
常
任
委
員
会
に
付
託
し
審
議
し
た
結

果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
会
の
意
見

不
採
択

●
特
定
業
種
へ
の
売
り
上
げ
減
少
に
対

す
る
補
助
や
、
目
的
税
で
あ
る
入
湯
税

を
算
定
根
拠
と
し
て
の
補
助
は
関
連
法

令
の
主
旨
か
ら
も
適
切
で
は
な
い
。

●
各
観
光
協
会
で
は
固
定
費
削
減
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
内
容
の
見
直
し
を
進

め
て
い
る
が
、
今
後
の
観
光
誘
客
事
業

も
資
金
不
足
か
ら
実
施
が
で
き
な
い
事

態
に
な
っ
て
お
り
観
光
協
会
の
運
営
が

崩
れ
て
い
る
。
町
は
、
観
光
協
会
等
の

運
営
基
盤
の
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

要
望
書
の
内
容

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
旅
館
の
廃
業

の
懸
念
と
組
合
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い

状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
町
よ
り
緊
急
対
策
費
と

し
て
昨
年
度
の
入
湯
税
の
50
％
に
相
当

す
る
額
を
支
援
い
た
だ
き
た
い
。
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コロナ感染症対策として
６月定例会はこのようにいたしました
６月定例会は、新型コロナウイルス感染症対策として以下の取組を行い
ました。ご協力ありがとうございました。

傍聴席入口に設置した消毒液

会議・委員会の傍聴については、極力ご遠慮いただくよう回覧等で周知しました。

本会議・委員会の傍聴の自粛

傍聴に来られた際は、以下の感染予防対策をお願いし
ました。
①手洗い、うがい、咳エチケット（マスク着用など）

②アルコール消毒液による手指の消毒

消毒等の徹底

①町当局の説明員の最少化…説明員の出席を議題に関連する課（局）長のみとしま
した。

②代表者による一般質問…常任委員会の代表者が一般質問を行い会期時間の短縮を
図りました。

議場内での取組

本会議（定例会）は、次の方法でも視聴できます

ケーブルテレビ

①ハイキャット
定例会をライブ・録画中継

②ＩＫＣ
定例会（一般質問のみ）録画中継

インターネット

定例会（一般質問のみ）
録画中継

東伊豆町議会
YouTube
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一 般 質 問

６月定例会一般質問

６月定例会の一般質問は、新型コロナ感染症対策の

一環として会期時間の短縮のため各常任委員会ごとの

代表質問という形で行いました。

代表質問は当町始まって以来の初の取組です。

一般質問とは
議員が町の行財政全般にわたって執行機関に
疑問点をただし、所信の表明を求めること。

１．新型コロナウイルス感染者の対応について

２．避難所での感染症予防のための事前準備について

３．オンライン授業について

代表質問者 稲葉 義仁…………Ｐ９

文教厚生常任委員会

１．新型コロナウイルス感染症による影響と経済対策について

２．新型コロナウイルス感染症対策による町の財政運営について

代表質問者 山田 直志…………Ｐ１０

総務経済常任委員会
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机
上
訓
練
の
結
果
を
受
け
、

早
急
に
自
主
防
と
の
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

衛
生
用
品
等
の
備
蓄
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

想
定
さ
れ
る
災
害
の
種
類

や
規
模
に
よ
り
必
要
と
す
る
物

資
の
種
類
や
必
要
数
も
変
化
す

る
の
で
、
関
係
課
と
協
議
し
検

討
し
て
い
き
た
い
。

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

予
測
が
つ
か
な
い
。
準
備
・
協

議
の
途
中
で
災
害
が
発
生
す
る

可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
も

念
頭
に
い
れ
、
迅
速
か
つ
段
階

的
な
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

ご
指
摘
の
点
も
踏
ま
え

し
っ
か
り
と
協
議
・
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

よ
り
多
く
の
避
難
所
を
確

保
す
る
た
め
、
ホ
テ
ル
・
旅
館

等
と
の
協
議
を
行
う
考
え
は
。

現
在
、
災
害
時
要
援
護
者

の
避
難
場
所
と
し
て
協
定
を
締

結
し
て
い
る
稲
取
・
熱
川
の
両

旅
館
組
合
と
協
議
し
、
避
難
場

所
・
対
象
者
の
拡
大
に
努
め
て

い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

等
、
新
た
な
業
務
が
求
め
ら
れ

る
避
難
所
の
開
設
や
運
営
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
業
務

の
洗
い
出
し
や
自
主
防
と
の
役

割
分
担
の
明
確
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。
ま
た
関
連

す
る
業
務
に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
や
研
修
の
予
定
は
。

避
難
所
は
原
則
自
主
防
と

避
難
者
が
協
力
し
運
営
し
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。現
在
、

県
よ
り
示
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
た
た
き
台
に
基
づ
き
、
関

係
課
に
お
い
て
６
月
15
日
に
机

上
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
お

り
、
そ
の
結
果
と
７
月
に
県
か

ら
示
さ
れ
る
予
定
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
、
必
要
と
さ
れ

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
準
備
し
て
い

き
た
い
。

従
来
と
は
大
き
く
異
な
る

視
点
で
の
避
難
所
運
営
が
必
要

と
な
る
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

研
修
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば

自
主
防
も
対
応
で
き
な
い
と
思

う
が
。

議員稲葉 義仁
いな ば よし ひと

避難所運営における役割分担は
自主防と早急に協議を進めていきたい

Ｑ

Ａ

ＱＡ

ＱＡＱ

ＡＱ

ＡＱＡ

避難所は３密の環境
（首相官邸ＨＰより）

避難所開設は事前準備が必要となる
（人と未来防災センター作成資料より）

そ
の
ほ
か
の

質 問

学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
方
向
性
は

ＱＡ

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

の
上
、
必
要
な
対

応
を
と
っ
て
い
き

た
い
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一 般 質 問一 般 質 問

宿
泊
割
引
で
な
く
農
漁
業

の
特
産
品
や
様
々
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
も
っ
と
活
用
し
て
温

泉
、
料
理
以
外
の
町
の
魅
力
を

広
め
満
足
度
も
高
め
て
い
く
べ

き
で
は
。

こ
れ
は
大
事
な
こ
と
で
観

光
に
来
て
街
を
楽
し
む
特
色
の

あ
る
農
林
水
産
、体
験
メ
ニ
ュ
ー

も
進
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
き
た
い
。

予
算
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
見
込
ん
で
い
る
か
。

３
月
の
時
点
で
最
大
２
億

円
の
減
収
を
見
込
み
，
約
８
０

０
０
万
円
の
事
業
の
執
行
停
止

を
命
じ
た
。

財
政
調
整
基
金
、
ふ
る
さ

と
納
税
基
金
の
残
高
は
。

補
正
後
の
財
政
調
整
基
金

残
高
は
、２
億
９
０
９
４
万
円
、

ふ
る
さ
と
納
税
基
金
は
２
億
５

０
２
９
万
円
と
な
る
。

西
伊
豆
町
の
平
成
30
年
度

決
算
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
今
の
当

町
の
10
倍
の
基
金
を
持
っ
て
い

る
。
町
の
現
状
は
非
常
事
態
で

は
な
く
、
異
常
事
態
で
は
。

就
任
当
初
は
、
基
金
残
高

が
１
億
数
千
万
円
し
か
な
か
っ

た
。一
時
期
は
７
億
円
ま
で
い
っ

た
が
、10
億
円
に
は
届
か
な
か
っ

た
。
い
ろ
い
ろ
な
支
援
も
あ
る

が
国
の
臨
時
交
付
金
も
一
部
財

政
調
整
基
金
に
繰
り
戻
す
つ
も

り
で
い
る
。

GoToキャンペーンで
温泉場に活気を！

実質収支の赤字が続き貯まらない基金

こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここががががががががががががががががががががが聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞きききききききききききききききききききききたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたここが聞きたいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

議員山田 直志
やま だ なお し

町内循環の流れをＱ

町内経済の活性化につながる策を検討
Ａ

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

で
は
、
特
定
業
種
に
利
用
が
集

中
し
た
り
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
業

種
に
影
響
が
出
て
お
り
、
飲
食

券
、
小
売
券
、
理
美
容
券
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
に
お
金
が
流
れ
る
給

付
型
券
が
必
要
で
は
。
生
活
支

援
と
同
時
に
町
内
経
済
の
循
環
、

お
客
さ
ん
が
戻
る
経
済
の
流
れ

を
作
る
べ
き
だ
。

町
内
経
済
の
活
性
化
に
な

る
よ
う
な
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。国

の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
連
携
し
た
観
光
対
策

は
。

全
国
規
模
で
多
額
な
資
金

が
投
入
さ
れ
る
が
、
直
接
的
な

連
携
は
難
し
い
。
美
し
い
伊
豆

創
造
セ
ン
タ
ー
や
県
の
誘
客
対

策
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

予
算
へ
の
影
響
は

Ｑ

３
月
時
点
で
最
大
２
億
円
程
度
の

減
収
を
見
込
ん
で
い
る

Ａ

Ａ ＱＡ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ ＱＡ ＱＡ Ｑ
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意 見 書

意見書の提出を行いました
新型コロナウイルス感染症に関する意見書を、５月15日の臨時会と６月９日の定例

会にて可決し、国の関係行政機関へ提出しました。

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に

関する意見書

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金（以下「臨時交付金」という。）は、今年度の第１

次補正予算では、感染症対策・休業支援などに多く

配分され、第２次補正予算で臨時交付金を２兆円の

増額する閣議決定をされました。地方の声を汲み上

げて頂いたものと歓迎するものです。

当町は、「ふるさと創生」「地方創生」の目標と国

の観光立国推進の中で、「観光立町」を標榜し観光を

柱として町づくりを進めてきました。しかしながら、

緊急事態宣言による外出自粛及び解除後も続く県を

越えての移動自粛により、観光客の激減、観光関連

産業の売り上げの減少、従業員等の収入減少、解雇

など、業種・規模を問わずあらゆる事業者の経営に

影響が顕在化しており、地域の雇用と経済のエンジ

ンである観光の疲弊・衰退は、町の存続に繋がる事

態に至っています。

さらに緊急事態宣言が解除されましたが、感染へ

の不安などから早期の旅行行動には繋がらず、特に

観光業においては国民が感染症への不安解消と日常

を取り戻すまで長期にわたる低迷が見込まれていま

す。

このことから政府は、長期にわたる感染症の影響

を鑑み、観光業を主とした地域での経済や住民生活

への支援が行えますよう、下記事項を強く要望しま

す。

記

１．臨時交付金の配分にあたっては、観光業を主と

した地域の現状を踏まえ、特段の配慮を行うこ

と。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出

する。

令和２年６月９日

静岡県東伊豆町議会

新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書

新型コロナウイルス感染症の拡大に対して、全国

に出されていた緊急事態の対象が５月14日静岡県を

含む39県は緊急事態宣言が解除されたが、国民の不

安は解消されてはいない。

国民の生命と健康を脅かす新型コロナウイルス感

染を収束させることは国の最重要課題である。

全国に非常事態が宣言される中で、観光立町であ

る当町では９万人を超える宿泊のキャンセルが生ま

れ宿泊産業は休業を余儀なくされ、雇用と地域経済

のエンジンである観光業はほぼ停止している。

この未曽有の危機から脱し、国民の生命と産業、

生活を守るために、下記事項に取り組まれるよう強

く要望する。

記

１．PCR等の検査体制と治療体制の充実のため「新

型コロナウイルス感染症 緊急包括支援交付金」

の大幅な増額を図ること。

２．｢雇用調整助成金｣の上限額引上げ、「持続化給付

金」の売上減少要件の緩和を行うこと。また、

｢雇用調整助成金｣「持続化給付金」が、早急に

国民や事業者の手に届くよう体制の拡充や審査

の簡素化をスピーディに進めること。

３．町は地域経済や住民生活の支援に多額な費用を

投じている。また、新型コロナウイルス収束後

に、観光地の受入れ体制整備が不可欠であるこ

とから「新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金」の大幅な増額を図ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出

する。

令和２年５月15日

静岡県東伊豆町議会
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６
月
議
会
は
町
の
負

担
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
、
当
局
か
ら
の
出

席
者
を
最
小
限
に
抑
え
、

一
般
質
問
は
各
委
員
会

毎
の
代
表
質
問
形
式
で

行
う
な
ど
、
従
来
に
な
い
形

式
で
開
催
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
全
国
的
な
緊
急

事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
、
国

や
県
、各
市
町
で
の
誘
客
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
、
夏
休
み
の
時

期
を
控
え
人
々
の
生
活
を
取

り
戻
す
た
め
の
取
り
組
み
も

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

来
町
さ
れ
た
お
客
様
に
安

心
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
ど
う
い
っ
た

対
策
が
必
要
か
、
こ
れ
か
ら

も
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
稲
葉
）

取
り
組
め
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

−

苦
労
し
た
点
は

学
校
再
開
に
向
け
、
前
学

年
の
未
履
修
分
も
含
め
て
各

教
科
の
授
業
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か
計
画
を
た
て
た
の

で
す
が
、
新
学
期
が
始
ま
っ

て
す
ぐ
休
校
と
な
っ
た
た
め

新
し
い
担
任
と
し
て
子
供
た

ち
の
様
子
が
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
一
番
や
り
に
く
い
所
で

し
た
。
ま
た
、
一
学
期
に
予

定
さ
れ
て
い
た
行
事
の
中
止

や
実
施
方
法
の
変
更
等
、
計

画
の
練
り
直
し
に
も
苦
労
し

ま
し
た
。

−

再
開
後
の
感
染
防
止
策
は

登
校
時
に
玄
関
で
職
員
が

マ
ス
ク
の
着
用
、
検
温
の
有

無
を
確
認
す
る
ほ
か
、
教
室

の
机
の
間
隔
を
離
し
た
り
、

ト
イ
レ
・
手
洗
い
場
・
給
食

の
待
機
場
所
等
に
足
跡
マ
ー

ク
を
つ
け
た
り
し
て
、
子
ど

も
同
士
の
距
離
を
保
つ
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教

【
発

行
】
東
伊
豆
町
議
会
【
編
集
】
議
会
広
報
編
集
委
員
会

【
責
任
者
】
議
長

村
木

脩
【
T
E
L
・
F
A
X
】
０
５
５
７
（
９
５
）
６
３
０
７

【
住

所
】
〒
4
1
3
|
0
4
1
1

静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
３
３
５
４
番
地

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、町内の
学校も休校の時期が続きました。
休校中、また学校が再開してからの対策などを今回は

稲取小学校校長竹内定先生に伺いました。
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竹内
たけ うち

定 先生
さだむ

編集後記

東伊豆町立稲取小学校長

議会広報編集委員会

委

員

長

藤
井

明

副
委
員
長

笠
井
政
明

委

員

稲
葉
義
仁

委

員

西
塚
孝
男

委

員

村
木

脩

委

員

山
田
直
志

議
会
だ
よ
り

令
和
２
年
７
月
20
日
発
行

ひ
が
し
い
ず

−

休
校
中
の
対
応
は

休
校
が
長
期
に
な
っ
た
た

め
分
散
登
校
に
よ
る
登
校
日

を
設
け
た
り
、
保
護
者
の
方

に
来
校
い
た
だ
い
て
学
習
課

題
を
受
け
渡
し
た
り
、
家
庭

訪
問
を
し
て
子
ど
も
た
ち
の

様
子
を
確
認
し
ま
し
た
。

学
習
の
保
障
も
課
題
で
あ

り
、
休
校
の
延
長
も
あ
っ
た

た
め
、
家
庭
学
習
の
プ
リ
ン

ト
は
前
年
度
の
学
習
の
復
習

だ
け
で
は
な
く
、
今
年
度
の

学
習
事
項
に
も
予
習
と
し
て交互に並べて感染防止

室
の
両
側
の
窓
を
開
け
換
気

に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
児

童
の
下
校
後
は
全
教
職
員
で

教
室
の
机
や
椅
子
は
も
ち
ろ

ん
、
ド
ア
ノ
ブ
・
階
段
の
手

す
り
な
ど
子
供
た
ち
の
触
れ

る
こ
と
の
多
い
場
所
を
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
し
て
い
ま
す
。

−

新
入
生
へ
の
対
応
は

新
一
年
生
は
32
名
と
１
学

級
の
人
数
が
一
番
多
い
学
年

な
の
で
、
再
開
直
後
は
広
い

教
室
を
使
用
し
ま
し
た
。
ま

た
、
給
食
の
配
膳
は
複
数
の

教
員
が
行
な
う
ほ
か
、
足
跡

マ
ー
ク
を
床
に
貼
っ
て
子
ど

も
が
距
離
を
と
っ
て
並
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

廊下に足跡マークを貼って
ソーシャルディスタンス


